
二
一
八

玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

上
ノ
原
怜
那

は
じ
め
に

　
文
之
玄
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
二
〇
）
は
、
桂
庵
玄
樹
を
祖
と
す
る
薩
南
學
派
の

一
人
で
、
島
津
氏
の
も
と
で
外
交
に
活
躍
し
た
禪
僧
で
あ
る
。
章
句
、
訓
詁
に
秀

で
、『
四
書
集
註
』
や
『
周
易
傳
義
』
な
ど
に
文
之
點
と
呼
ば
れ
る
訓
點
を
施
し

た
。
こ
の
文
之
點
は
、
近
世
に
お
け
る
漢
文
訓
讀
史
に
多
大
な
影
响
を
與
え
て
い

る
。
ま
た
、
文
之
の
遺
し
た
數
々
の
詩
文
は
、
種
子
島
へ
の
鐵
礮
傳
來
を
記
し
た

「
鐵
炮
記
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
史
料
と
し
て
の
價
値
を
㊒
し
て

き
た
。

　
伊
地
知
季
安
の
著
し
た
『
漢
學
紀
源（

（
（

』
に
よ
れ
ば
、
文
之
は
名
は
玄
昌
、
字
は

文
之
、
姓
は
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、
湯
佐
も
し
く
は
和
仁
と
言
わ
れ
て
い
る
。
南

浦
や
懶
雲
と
號
し
、
軒
を
雲
興
、
齋
を
時
習
と
名
付
け
る
。
生
ま
れ
は
日
向
國
外

浦
（
現
在
の
宮
崎
縣
日
南
市
南
鄕
町
）
で
あ
る
。

　
幼
少
期
、
文
之
の
才
能
を
見
込
ん
だ
父
か
ら
、
目
井
津
（
現
在
の
宮
崎
縣
日
南
市

南
鄕
町
）
に
あ
る
延
命
寺
の
天
澤
和
尙
に
預
け
ら
れ
る
。
天
澤
和
尙
に
よ
り
法
華

經
を
授
け
ら
れ
た
文
之
は
、
そ
の
才
に
よ
っ
て
周
り
か
ら
文
殊
童
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
る
。
文
之
の
才
を
見
込
ん
だ
天
澤
和
尙
は
、
龍
源
寺
（
現
在
の
宮
崎
縣
串
間

市
市
木
に
存
在
す
る
）
の
一
翁
玄
心
に
就
學
を
依
賴
す
る
。
一
翁
は
桂
庵
の
孫
弟
子

に
あ
た
る
。
こ
の
時
文
之
十
三
歲
で
あ
っ
た
。
名
を
玄
昌
と
い
う
の
は
、
文
之
を

佛
門
に
入
れ
た
、
こ
の
一
翁
が
與
え
た
法
諱
で
あ
る
。
ま
た
文
之
と
い
う
號
は
、

同
じ
頃
に
京
都
五
山
第
二
、
相
國
寺
の
仁
如
集
堯
が
與
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

頃
か
ら
既
に
五
山
僧
と
の
接
點
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
後
都
へ
遊
學
し
、
京
都
五

山
第
四
、
東
福
寺
に
勤
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
轉
機
が
訪
れ
る
の
は
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）、
文
之
三
十
七
歲
の
時
で
あ

る
。
文
之
の
儒
學
の
評
判
を
聞
い
た
島
津
義
久
が
、
正
興
寺
（
現
在
の
鹿
兒
島
縣
霧

島
市
隼
人
町
に
跡
地
が
存
在
す
る
）
と
、
安
國
寺
（
現
在
の
鹿
兒
島
縣
姶
良
市
加
治
木
町

に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
）
と
の
兩
古
刹
を
管
理
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
生
涯

に
わ
た
っ
て
島
津
氏
に
仕
え
る
こ
と
と
な
る
。
僧
と
し
て
學
問
を
講
じ
る
だ
け
で

な
く
、
外
交
文
書
の
作
成
を
通
し
て
政
治
に
も
關
わ
っ
て
い
っ
た
。
同
じ
く
島
津

氏
に
仕
え
て
い
た
明
の
易
學
者
、
江
夏
友
賢
か
ら
は
易
學
も
學
ん
で
い
る
。

　
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
關
ヶ
原
の
戰
い
に
敗
れ
薩
摩
に
逃
れ
た
宇
喜
多
秀
家

の
助
命
を
請
う
た
め
德
川
家
康
に
謁
見
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
家
康
か
ら
鎌

倉
五
山
第
一
、
建
長
寺
の
住
持
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
島
津
の
も
と
に
戾
っ
て
い
る
。

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
は
大
龍
寺
（
現
在
の
鹿
兒
島
縣
鹿
兒
島
市
大
龍
町
に
跡



玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

二
一
九

地
が
存
在
す
る
）
を
開
山
し
て
そ
の
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
島
津
義
久
・
義

弘
・
家
久
の
三
代
に
渡
っ
て
仕
え
た
文
之
は
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
病
に
よ

り
六
十
六
歲
で
沒
し
、
安
國
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　
文
之
は
多
く
の
詩
文
を
遺
し
て
お
り
、
そ
の
詩
文
集
は
『
南
浦
文
集
』
と
總
稱

さ
れ
る
。『
南
浦
文
集
』
に
は
版
本
と
寫
本
と
の
二
系
統
が
存
在
し
、
收
錄
さ
れ

て
い
る
詩
文
の
數
や
內
容
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
文
は
史
料
と
し
て

利
用
さ
れ
な
が
ら
、『
南
浦
文
集
』
の
構
成
や
版
本
と
寫
本
と
の
關
係
等
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
特
に
、
文
之
の
自
筆
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た

寫
本
で
あ
る
鹿
兒
島
大
學
附
屬
圖
書
館
所
藏
『
南
浦
文
集
』
に
は
そ
の
體
裁
に
一

貫
性
が
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
寫
本
に
つ
い
て
樣
々
な

角
度
か
ら
檢
討
し
、
版
本
と
の
關
連
性
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

一
　『
南
浦
文
集
』
三
種
の
版
本
に
つ
い
て

　「
國
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
れ
ば
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
南
浦
文
集
』
に

は
寫
本（

（
（

、
版
本
、
活
版
本（

（
（

が
あ
る
。
ま
ず
版
本
の
種
類
と
寫
本
・
版
本
間
の
構
成

の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
明
治
・
大
正
期
の
新
聞
記
者
・
漢
學
者
と
し
て
知
ら
れ
る
西
村
天
囚
は
、『
日

本
宋
學
史
』
の
中
で
、『
南
浦
文
集
』
の
諸
本
に
つ
い
て
四
種
類
あ
る
と
述
べ
る（

（
（

。

す
な
わ
ち
寬
永
二
年
（
一
六
二
五
）
本
、
寬
永
六
年
（
一
六
二
九
）
本
、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
本
、
古
寫
六
册
本
で
あ
る
。

　
一
つ
目
は
寬
永
二
年
（
一
六
二
五
）
古
活
字
版（

（
（

で
あ
る
。『
南
浦
文
集
』
卷
之

上
・
中
・
下
の
三
卷
本
で
あ
る
。
上
・
中
卷
は
文
の
み
の
收
錄
で
あ
り
、
下
卷
は

卷
末
の
文
二
篇
以
外
は
詩
を
收
錄
し
て
い
る
。
各
卷
の
初
め
に
は
目
錄
が
つ
い
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
計
百
八
の
詩
文
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
卷
之
上
「
勉
學

文
」・「
刻
石
文
」・「
觀
♫
經
配
帙
」・「
記
夢
」、
卷
之
中
「
惟
孝
字
說
」・「
祭
一

唯
參
公
文
」・「
答
安
南
國
書
」・「
答
白
濱
覺
左
公
書
」・「
呈
佐
鋪
王
子
書
」・「
妙

冨
下
火
」・「
弔
諸
亡
神
」、
卷
之
下
「
和
榮
信
二
翁
詩
幷
序
」・「
感
懷
二
首
幷

序
」・「
和
人
山
老
禪
師
十
三
首
」
は
、
後
述
す
る
寫
本
に
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い

詩
文
で
あ
る
。
な
お
、「
和
人
山
老
詩
序
」・「
漫
興
二
首
序
」・「
漫
興
五
首
序
」・

「
贈
樂
師
衟
味
詩
序
」・「
討
琉
球
詩
序
」
は
、
本
來
存
在
す
る
は
ず
の
詩
が
「
詩

見
別
集
」
と
し
て
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
序
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
卷
之
下
卷
末

に
は
、「
寬
永
乙
丑
仲
秋
四
條
寺
町
校
正
刊
行
」
と
の
刊
記
が
あ
る
。
寬
永
乙
丑

と
は
寬
永
二
年
（
一
六
二
五
）
で
あ
り
、
西
村
天
囚
は
、「
如
竹
の
編
刊
せ
る
は
此

の
本
な
ら
ん
」
と
記
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
言
う
如
竹
と
は
、
泊
如
竹
（
一
五
七
〇
―
一
六
五
五
）
の
こ
と
で
、
文
之

の
弟
子
と
し
て
最
も
名
を
馳
せ
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
、
寬
永
二
年
版
に
は
、
如

竹
に
よ
る
跋
文
な
ど
は
付
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
文
之
の
著
作
や
そ
の
訓
點
が

記
さ
れ
た
書
物
の
出
版
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
の
は
、
如
竹
そ
の
人
で
あ
る
。

文
之
の
死
後
、
如
竹
は
伊
勢
津
藩
主
で
あ
る
藤
堂
氏
の
元
で
朱
子
學
の
講
義
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
援
助
を
受
け
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。
加
え
て
、
書
肆
の
集
ま

る
京
に
地
理
的
に
近
く
、
出
版
を
計
畫
す
る
に
は
最
㊜
の
環
境
に
置
か
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
如
竹
は
、
寬
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
桂
庵
の
『
家
法
倭

點
』
を
、
翌
二
年
に
文
之
點
に
よ
る
『
四
書
集
註
』
を
、
同
四
年
に
『
周
易
傳
義

大
全
』
を
出
版
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
文
之
の
高
弟
で
あ
り
、
且
つ
出
版
を
計

畫
し
實
行
に
移
せ
た
人
物
は
、
如
竹
を
措
い
て
他
に
は
い
な
い
。
そ
し
て
如
竹
の

跋
文
が
付
さ
れ
、
確
實
に
如
竹
に
よ
る
出
版
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
『
四
書

集
註
』
の
刊
行
年
と
、『
南
浦
文
集
』
の
刊
行
年（

（
（

が
、
寬
永
二
年
で
一
致
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西
村
天
囚
の
述
べ
る
よ
う
に
、
寬
永
二
年
版
は
如
竹

に
よ
る
編
刊
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
二
つ
目
は
、
寬
永
六
年
（
一
六
二
九
）
版
で
あ
る
。『
國
書
總
目
錄
』
に
は
水
戶
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學
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七
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六
集

二
二
〇

彰
考
館
一
箇
所
の
み
所
藏
の
三
卷
三
册
本
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
此
木

敏
明
「『
南
浦
文
集
』
の
版
本
と
文
之
・
恭
畏
の
論
爭（

（
（

」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
そ
の
存
在
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

鹿
兒
島
大
學
の
玉
里
文
庫
に
は
、『
南
浦
文
集
』
の
他
に
『
南
浦
戲
言
』『
南

浦
棹
歌
』
と
い
っ
た
文
之
の
自
筆
と
言
わ
れ
る
寫
本
が
現
存
す
る
。
一
方
、

『
南
浦
文
集
』
の
版
本
に
は
、
寬
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
古
活
字
本
（
三
卷

三
册
）
と
慶
安
二
年
の
整
版
本
（
三
卷
三
册
）
が
あ
る
。
こ
の
他
に
寬
永
六
年

版
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
確
認
で
き
な
い
。

　
水
戶
彰
考
館
は
震
災
・
戰
禍
に
よ
り
、
そ
の
藏
書
の
多
く
が
燒
失
し
て
い
る
た

め
、
現
在
で
は
原
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
多
い（

（
（

。
ま
た
、
小
此

木
氏
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版
の
跋
文
を
引
用
し
た
上
で
跋
文
本
文
の
末
尾

に
あ
る
「
寬
永
己
巳
」（
寬
永
六
年
）
と
い
う
記
述
に
㊟
目
し
、「
寬
永
六
年
版
と

は
、
こ
の
跋
文
の
記
述
か
ら
推
測
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
上
で
「
慶
安

二
年
版
の
底
本
が
寬
永
六
年
の
編
集
」
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
つ
ま
り
寬
永

六
年
（
一
六
二
九
）
版
は
存
在
せ
ず
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版
の
末
尾
に
、
跋

文
が
最
初
に
作
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
「
寬
永
己
巳
」（
寬
永
六
年
）
と
い
う
記
載
が

あ
っ
た
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版
に
は
も
と
も
と
「
慶
安
二
曆
」
と
い
う
刊

記
が
付
い
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
こ
の
刊
記
が
削
除
さ
れ
た
版
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
後
世
寬
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
刊
行
と
誤
っ
て
認
識

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
版
本
の
所
在
狀
況
や
、

先
行
硏
究
で
も
寬
永
六
年
（
一
六
二
九
）
版
に
目
を
通
し
た
と
い
う
記
述
が
一
切

見
當
た
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
小
此
木
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
寬
永
六
年

（
一
六
二
九
）
版
は
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
西

村
天
囚
は
「
慶
安
本
は
寬
永
六
年
本
の
再
刊
な
る
や
明
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

寬
永
六
年
（
一
六
二
九
）
版
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
訂
正
が
必
要
な
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
三
つ
目
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版（
（1
（

で
あ
る
。
寬
永
二
年
（
一
六
二
五
）
版
と

同
樣
に
、
卷
之
上
・
中
・
下
の
三
卷
本
で
あ
る
。
各
卷
首
の
目
錄
に
よ
れ
ば
、
計

百
二
十
二
の
詩
文
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
卷
之
上
「
勉
學
文
」・「
刻
石
文
」・「
觀

♫
經
配
帙
」、
卷
之
中
「
惟
孝
字
說
」・「
祭
一
唯
參
公
文
」・「
答
安
南
國
書
」・

「
答
白
濱
覺
左
公
書
」・「
呈
佐
鋪
王
子
書
」・「
和
榮
信
二
翁
詩
幷
序
」、
卷
之
下

「
和
人
山
老
禪
師
十
三
首
」・「
奉
和
玄
與
尊
翁
狂
歌
之
尊
韻
謝
桔
梗
之
惠
付
三

首
」・「
俚
語
二
章
書
以
贈
二
少
年
」・「
戲
歌
二
首
」・「
答
平
氏
宗
親
公
書
♫
俳
諧

付
雜
戲
言
」・「
寄
僧
徒
詩
」・「
和
左
金
吾
狂
詩
三
篇
付
俳
諧
五
首
」・「
元
三
漫
興

二
首
」
は
、
後
述
す
る
寫
本
に
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
詩
文
で
あ
り
、
こ
れ
は
寬

永
二
年
版
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
ま
た
、
卷
之
中
目
錄
に
見
え
る
「
感
懷
二
首

幷
序
」・「
答
貞
昌
公
詩
」
は
、
本
文
が
拔
け
落
ち
て
い
る
。
寬
永
二
年
（
一
六
二

五
）
版
と
異
な
る
の
は
、
こ
ち
ら
は
整
版
で
あ
り
、
訓
點
が
つ
い
て
い
る
點
で
あ

る
。
卷
首
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
南
浦
文
集
卷
之
上
」、「
南
浦
文
集
卷
之
中
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
卷
之
下
の
み
「
南
浦
文
集
卷
之
下
」
の
下
に
小
字
で
「
戲

言
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
卷
之
上
は
文
の
み
收
錄
、
卷
之
中
は
前
半
が
文
、
後
半

が
詩
を
收
錄
し
て
お
り
、
卷
之
下
は
詩
文
混
交
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
版
本
は
寬
永
二
年
（
一
六
二
五
）
版
と
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
版
の
二
種
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
は
各
卷
の
構
成
や
收
錄
す

る
詩
文
に
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
、『
南
浦
文
集
』
と
題
す
る
こ
と
及
び
三
卷

本
と
い
う
點
で
共
通
し
て
い
る
。

二
　
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
に
つ
い
て



玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

二
二
一

　
前
揭
の
『
日
本
宋
學
史
』
の
中
で
、
西
村
天
囚
は
『
南
浦
文
集
』
に
「
古
寫
六

册
本
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
六
册
本
こ
そ
、
本
稿
で
考
察
す
る
玉
里
文

庫
所
藏
寫
本
で
あ
る
。
こ
の
寫
本
は
鹿
兒
島
大
學
附
屬
圖
書
館
玉
里
文
庫
に
所
藏

さ
れ
て
お
り
、『
南
浦
文
集
』
二
册
、『
南
浦
戲
言
』
一
册
、『
南
浦
棹
歌
』
三
册

の
計
六
册
か
ら
成
る
。
形
態
は
大
本
で
、
各
册
と
も
布
表
紙
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
に
「
玄
昌
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
六
册
通
し
て
文
八
十
一
篇
、
詩

千
六
百
十
七
首
、
計
千
六
百
九
十
八
の
詩
文
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
册
次
を
示
す

記
述
が
な
い
た
め
、『
玉
里
文
庫
目
錄（

（1
（

』
に
從
い
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
册
目
、

二
册
目
と
呼
稱
す
る
。

①
『
南
浦
文
集
』
一
册
目

卷
首
題
あ
り
。
八
十
四
丁
か
ら
な
り
、
文
六
十
四
篇
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

文
之
の
作
と
し
て
著
名
な
「
鐵
炮
記
」
を
始
め
と
す
る
外
交
文
書
等
は
、
主

と
し
て
こ
こ
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
半
葉
十
三
行
、
行
二
十
一
字
の
體
裁
を

と
り
、
こ
れ
は
②
③
④
⑤
も
同
樣
で
あ
る
。

②
『
南
浦
文
集
』
二
册
目

卷
首
題
な
し
。
六
十
丁
か
ら
な
り
、
詩
三
百
九
十
九
首
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

唱
和
詩
や
詠
物
詩
、
詠
史
詩
な
ど
そ
の
種
類
は
多
樣
で
あ
る
。

③
『
南
浦
戲
言
』

卷
首
題
あ
り
。
四
十
六
丁
か
ら
な
り
、
詩
文
混
交
で
あ
る
。
計
三
百
十
五
の

詩
文
の
う
ち
、
四
篇
が
文
で
あ
る
。

④
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目

卷
首
題
あ
り
。
六
十
六
丁
か
ら
な
る
。
詩
四
百
六
十
七
首
が
收
錄
さ
れ
て
い

る
。

⑤
『
南
浦
棹
歌
』
二
册
目

卷
首
題
な
し
。
五
十
二
丁
か
ら
な
り
、
詩
文
混
交
で
あ
る
。
計
二
百
九
十
六

の
詩
文
の
う
ち
、
九
篇
が
文
で
あ
る
。

⑥
『
南
浦
棹
歌
』
三
册
目

卷
首
題
あ
り
。
三
十
三
丁
か
ら
な
り
、
詩
文
混
交
で
あ
る
。
計
百
五
十
五
の

詩
文
の
う
ち
、
四
篇
が
文
で
あ
る
。
行
數
、
字
數
な
ど
體
裁
が
一
貫
し
て
い

な
い
。

　
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
は
、
版
本
と
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
文
集
」「
戲
言
」「
棹

歌
」
と
題
す
る
こ
と
及
び
六
册
本
で
あ
る
こ
と
が
特
徵
で
あ
る
。
こ
の
六
册
に
つ

い
て
、『
玉
里
文
庫
目
錄（

（1
（

』
で
は
以
下
の
よ
う
に
解
題
を
記
す
。

南
浦
文
集
、
南
浦
戲
言
、
南
浦
棹
歌
の
三
者
は
、
い
ず
れ
も
各
册
記
載
の
詩

文
の
初
頭
に
文
之
の
名
で
あ
る
玄
昌
の
朱
印
が
あ
り
、
書
體
の
上
か
ら
み
て

も
、
ま
ず
同
一
人
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
、
文
之
の
自
筆
本
と
さ
れ
て
い

る
。
別
人
の
手
に
な
る
も
の
と
確
認
さ
れ
る
文
之
和
尙
の
遷
化
の
年
⺼
日
の

書
き
込
み
の
書
體
が
、
南
浦
棹
歌
の
も
の
（
特
に
該
書
第
三
册
の
前
半
に
記
載

さ
れ
て
居
る
筆
寫
）
と
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
の
も
と
に
、

全
部
分
を
自
筆
と
斷
定
す
る
の
は
首
肯
し
難
い
と
の
說
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
玉
里
文
庫
本
は
、
同
一
人
物
に
よ
る
筆
跡
と
い
う
こ
と
で
基
本
的
に
文

之
の
自
筆
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
玉
里
文
庫
所
藏
『
南
浦
文
集
』
の
他
に
文

之
の
筆
跡
と
傳
わ
る
も
の
に
、
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
藏
『
四
書

集
註
大
全
』（
明
刊
本
）
の
書
き
入
れ
が
あ
る（
（1
（

。
本
書
に
は
訓
點
が
書
き
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
文
之
の
自
筆
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
文
之
の
筆
と
傳
わ
る
の
は
、
畫
像
1
の
よ
う
な
加
點
識
語
が
見
ら
れ
る
か
ら
で



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
二
二

あ
る
。
こ
こ
に
「
慶
長
乙
卯
仲
春
廿
三
文
之
玄
昌
於
薩
州
麑
島
大
龍
之
室
了
畢

矣
」
と
あ
る
。
慶
長
乙
卯
は
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
で
、
文
之
が
大
龍
寺
の

開
山
と
な
っ
た
の
が
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
で
あ
る
。
文
之
は
自
身
が
管
理

す
る
大
龍
寺
に
て
、
付
訓
作
業
を
行
っ
た
。
な
お
『
四
書
集
註
』
だ
け
で
な
く
、

『
黃
石
公
素
書
』
の
校
正
補
訂
も
同
年
に
行
う
な
ど（

（1
（

、
文
之
に
と
っ
て
慶
長
二
十

年
（
一
六
一
五
）
は
、
自
ら
の
所
㊒
す
る
資
料
を
整
理
す
る
期
間
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
筆
跡
は
、
畫
像
2
の
よ
う
に
、
玉
里
文
庫
所
藏
『
南
浦
文
集
』
本
文
の
筆

跡
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
訓
點
の
書
き
入
れ
方
や
朱
の
入
れ
方
も
、『
南
浦

文
集
』
と
同
樣
で
あ
る
。

　
ま
た
、
石
川
武
美
記
念
圖
書
館
成
簣
堂
文
庫
藏
『
襟
帶
集
』
二
卷
も
、
文
之
の

自
筆
と
傳
わ
っ
て
い
る（

（1
（

。『
成
簣
堂
善
本
書
目
』（
民
友
社
　
一
九
三
二
年
）
に
は
、

「
室
町
末
期
寫
本
。
永
祿
十
三
年
文
之
玄
昌
自
筆
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
畫
像
3
の
よ
う
に
、
玉
里
文
庫
藏
『
南
浦
文
集
』
の
本
文
の
筆
跡
と

類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
こ
の
別
人
に
よ
る
筆
跡
は
、
六
册
中
わ
ず
か
八
丁
の
み
で
あ
り
、
加
え
て
そ
の

部
分
に
は
明
ら
か
に
料
紙
を
繼
い
だ
跡
が
見
え
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
後
か
ら
詩
文

集
に
付
け
加
わ
っ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
こ
の
八
丁
を
除
け
ば

玉
里
文
庫
藏
本
は
、
文
之
自
筆
と
傳
わ
る
斯
衟
文
庫
所
藏
『
四
書
集
註
大
全
』
の

　
な
お
、
前
揭
の
『
玉
里
文
庫

目
錄
』
解
題
の
後
半
部
に
は
、

「
別
人
の
手
に
な
る
も
の
と
確

認
さ
れ
る
文
之
和
尙
の
遷
化
の

年
⺼
日
の
書
き
込
み
の
書
體
が
、

南
浦
棹
歌
の
も
の
（
特
に
該
書

第
三
册
の
前
半
に
記
載
さ
れ
て
居

る
筆
寫
）
と
類
似
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
疑
問
の
も
と

に
、
全
部
分
を
自
筆
と
斷
定
す

る
の
は
首
肯
し
難
い
と
の
說
が

あ
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
神

谷
成
三
氏
は
「
文
之
和
尙
の
生

涯
（
下
）」（『
文
化
報
吿
』
第
五

號
　
鹿
兒
島
大
學
敎
養
部
　
一
九

六
九
年
）
の
中
で
、「
南
浦
棹

歌
の
後
半
に
は
、
丁
巳
の
作
で
、

全
く
別
人
の
筆
で
あ
る
、
六
十

首
」
が
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ

は
『
南
浦
棹
歌
』
三
册
目
に
あ

る
記
述
を
指
し
て
い
る
。
し
か

畫像 1

畫像 2

畫像 3



玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

二
二
三

書
き
入
れ
、
及
び
成
簣
堂
文
庫
所
藏
『
襟
帶
集
』
と
筆
跡
が
一
致
し
て
お
り
、
文

之
の
自
筆
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る（

（1
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
寫
本
は
い
つ
頃
成
立
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
寫
本
『
南
浦
文

集
』
六
册
に
つ
い
て
言
及
す
る
最
も
早
い
例
は
、「
大
龍
開
山
文
之
大
和
尙
行
狀（

（1
（

」

だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
龍
寺
五
代
目
住
持
の
慈
宣
が
、
元
祿
三
年
（
一
六

九
〇
）
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
南
浦
文
集
六
卷
行
于
世
」
と
の
記
述

が
見
え
る
。
從
っ
て
、
少
な
く
と
も
元
祿
三
年
（
一
六
九
〇
）
頃
に
は
、
現
在
の

よ
う
に
六
册
の
『
南
浦
文
集
』
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
正
德
元

年
（
一
七
一
一
）
に
大
龍
寺
七
代
目
住
持
の
宗
玉
が
記
し
た
と
い
う
「
大
龍
寺
遺

緖
書（

（1
（

」
の
な
か
に
は
、「
寶
物
　
一
南
浦
文
集
一
部
　
但
六
册
、
開
山
文
之
和
尙

自
筆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
六
册
が
、
も
と
は
大
龍
寺
に
所

藏
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
文
之
の
自
筆
と
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら

に
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
成
立
し
た
『
島
津
國
史
』
の
「
南
浦
文
集
」
の

㊟
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る（

（1
（

。

近
聞
大
龍
寺
藏
其
寫
本
。
借
而
觀
之
、
其
詩
文
一
百
九
十
餘
首
、
與
印
本
同
。

其
外
一
千
二
百
餘
首
、
印
本
所
無
。
合
一
千
四
百
餘
首
、
編
爲
六
册
。
無
卷

數
目
錄
、
其
字
亦
佳
。
相
傳
以
爲
玄
昌
手
筆
。
題
曰
南
浦
棹
歌
者
、
詩
多
可

誦
。
他
日
庶
鏤
諸
版
云
爾
。

近
く
聞
く
、
大
龍
寺
其
の
寫
本
を
藏
す
と
。
借
り
て
之
を
觀
る
に
、
其
の
詩

文
一
百
九
十
餘
首
は
、
印
本
と
同
じ
。
其
の
外
一
千
二
百
餘
首
は
、
印
本
に

無
き
所
な
り
。
合
し
て
一
千
四
百
餘
首
、
編
じ
て
六
册
と
爲
す
。
卷
數
目
錄

無
く
、
其
の
字
も
亦
た
佳
し
。
相
ひ
傳
は
る
に
以
て
玄
昌
の
手
筆
と
爲
す
と
。

題
に
南
浦
棹
歌
と
曰
ふ
は
、
詩
多
く
誦
す
べ
し
。
他
日
庶

こ
い
ね
が
は

く
は
諸こ
れ

を
版

に
鏤ち

り
ば

め
ん
と
爾
云
ふ
。

　
こ
の
『
島
津
國
史
』
の
㊟
に
記
載
す
る
大
龍
寺
所
藏
の
『
南
浦
文
集
』
は
、
收

錄
さ
れ
る
詩
文
の
數
等
の
特
徵
か
ら
も
、
現
在
の
玉
里
文
庫
所
藏
の
寫
本
と
確
か

に
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
た
だ
、
寫
本
『
南
浦
文
集
』
が
所
藏
さ
れ
て
い
た
大
龍
寺
は
文
之
が
開
山
で
あ

る
が
、
萬
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
三
代
目
住
持
の
一
溪
が
亡
く
な
っ
た
後
二
十

年
に
わ
た
り
住
持
不
在
で
あ
り
、
そ
の
間
十
年
ほ
ど
は
廢
寺
で
あ
っ
た
。
そ
の
間

の
經
緯
に
つ
い
て
「
大
龍
寺
由
緖
覺（

（2
（

」
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

一
三
代
一
溪
守
榮

…
…
右
一
溪
儀
、
萬
治
元
年
戌
八
⺼
相
果
、
夫
ヨ
リ
延
寶
六
年
迄
廿
年
餘

無
住
、
其
內
廢
寺
ニ
罷
成
候
儀
十
ヶ
年
餘
リ
ニ
テ
㊒
之
候
事
、
…
…

一
大
龍
寺
御
再
興
ニ
付
、
卽
宗
院
・
南
昌
院
江
新
納
五
郞
右
衞
門
久
中
ヨ
リ

之
書
簡
並
住
僧
之
儀
付
、
卽
宗
院
江
岩
切
彥
兵
衞
ヨ
リ
之
書
簡
、
于
今
　

龍
吟
庵
文
庫
ニ
格
護
御
座
候
事
、

　
こ
こ
に
萬
治
元
年
（
一
六
五
八
）
よ
り
延
寶
六
年
（
一
六
七
八
）
の
二
十
年
間
住

持
が
不
在
と
あ
り
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）、
慈
宣
が
五
代
目
住
持
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
大
龍
寺
は
復
興
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
が
現
在
の
六
册
と
し
て
成
立
し
た
正
確
な
時
期
に
つ
い
て
は

斷
定
で
き
な
い
が
、
元
祿
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
は
間
違
い
な
く
存
在
し
て
い
た

と
言
え
よ
う
。

三
　
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版
の
編
纂
者

　
本
稿
で
考
察
對
象
と
す
る
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
編
纂
の
經



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
二
四

緯
や
構
成
な
ど
、
明
ら
か
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ら
を
考
察
す
る
際
に
㊟
目

す
べ
き
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版
『
南
浦
文
集
』
卷
之
下
（
戲
言
）
卷
末
に

記
さ
れ
て
い
る
次
の
跋
文
で
あ
る
。（
割
㊟
は
括
弧
で
記
す
。）

南
浦
戲
言
、
前
建
長
文
之
老
師
（
薩
州
人
）
之
所
作
也
。
諱
玄
昌
、
南
禪
大

明
祖
九
世
之
遠
孫
而
桂
庵
翁
四
世
之
的
孫
也
。
老
師
生
于
日
州
南
鄕
外
浦
、

故
自
名
南
浦
。
又
東
福
龍
吟
庵
之
門
葉
也
、
故
其
軒
號
雲
興
蓋
取
于
龍
吟
雲

興
之
義
也
。
或
曰
懶
雲
、
或
曰
狂
雲
、
皆
其
義
也
。
老
師
在
世
之
日
、
以
所

自
著
之
詩
文
使
予
謄
寫
焉
。
然
詩
與
文
混
雜
而
不
分
其
部
類
、
不
定
其
卷
帙
。

辭
世
之
後
、
予
始
表
章
之
、
又
編
次
之
別
爲
三
卷
（
文
集
一
卷
、
詩
集
一
卷
、

戲
言
一
卷
）。
今
壽
之
於
梓
以
遺
愛
於
後
昆
云
。
寬
永
己
巳
季
秋
下
澣
末
裔
正

圓
謹
書

南
浦
戲
言
は
、
前
建
長
文
之
老
師
（
薩
州
人
）
の
作
る
所
な
り
。
諱
は
玄
昌
、

南
禪
大
明
祖
九
世
の
遠
孫
に
し
て
、
桂
庵
翁
四
世
の
的
孫
な
り
。
老
師
日
州

南
鄕
外
浦
に
生
ま
れ
、
故
に
自
ら
南
浦
と
名
づ
く
。
又
た
東
福
龍
吟
庵
の
門

葉
な
り
、
故
に
其
の
軒
號
雲
興
は
蓋
し
龍
吟
雲
興
の
義
に
取
れ
る
な
り
。
或

は
懶
雲
と
曰
ひ
、
或
は
狂
雲
と
曰
ふ
は
、
皆
其
の
義
な
り
。
老
師
在
世
の
日
、

自
ら
著
す
所
の
詩
文
を
以
て
予
を
し
て
焉
を
謄
寫
せ
し
む
。
然
る
に
詩
と
文

と
混
雜
し
て
、
其
の
部
類
を
分
か
た
ず
、
其
の
卷
袟袟
を
定
め
ず
。
辭
世
の
後
、

予
始
め
て
之
を
表
章
し
、
又
た
之
を
編
次
し
て
別
ち
て
三
卷
と
爲
す
。（
文

集
一
卷
、
詩
集
一
卷
、
戲
言
一
卷
）。
今
之
を
梓
に
壽
し
く
し
、
以
て
後
昆
に
遺

愛
す
と
云
ふ
。
寬
永
己
巳
季
秋
下
澣
、
末
裔
正
圓
謹
書（

（2
（

　
文
末
に
言
う
よ
う
に
、
こ
の
跋
文
の
作
者
は
正
圓
で
、
彼
は
文
之
が
在
世
の
時
、

詩
文
混
交
で
分
類
や
卷
次
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
詩
文
を
文
之
の
命
に
よ
っ
て

書
き
寫
し
、
文
之
の
死
後
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
刊
行
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
。
正

圓
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
文
之
が
訓
點
を
付
け
た
、
宮
內
廳
書
陵
部
所
藏

『
周
易
傳
義
大
全
』（401/13

）
に
、
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る（
（2
（

。

此
一
册
倭
點
正
圓
加
之
、
莫
與
老
師
倭
點
一
樣
看
　
　
　
　
　（
卷
二
二
）

寬
永
四
年
丁
卯
仲
冬
之
日
　
海
西
破
衲
惟
方
正
圓
書
于
武
之
江
城

此
一
册
倭
點
正
圓
漫
加
之
觀
者
勿
做
老
師
之
點
　
　
　
　
　
　（
卷
二
四
）

　
宮
內
廳
所
藏
『
周
易
傳
義
大
全
』
に
は
、
文
之
が
訓
點
を
付
し
た
部
分
と
、
正

圓
が
付
し
た
部
分
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
識
語
は
正
圓
自
身
が
書

い
た
も
の
で
あ
り
、「
老
師
」、
つ
ま
り
文
之
の
訓
點
と
、
自
身
に
よ
る
訓
點
を
混

同
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
言
う
の
で
あ
る
。
正
圓
が
文
之
自
筆
の
『
周
易
傳

義
大
全
』
を
入
手
し
、
文
之
が
や
り
殘
し
た
部
分
の
付
訓
を
、
寬
永
四
年
（
一
六

二
七
）
に
「
武
之
江
城
」（
江
戶
）
に
て
行
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
自
ら
を
「
海
西
」

の
僧
で
あ
る
と
自
稱
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
㊟
目
す
べ
き
は
、
正
圓
は

文
之
の
自
筆
本
を
入
手
し
、
完
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
訓
點
を
補
っ
て
い
る
と
い

う
點
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
圓
は
文
之
自
筆
の
遺
作
に
觸
れ
る
こ
と
が
出
來
、

そ
の
上
そ
こ
に
自
ら
の
手
を
入
れ
る
こ
と
が
出
來
た
人
物
で
あ
っ
た
。
前
揭
の

『
南
浦
文
集
』
跋
文
で
、
正
圓
は
文
之
自
筆
の
詩
文
を
謄
寫
し
、
編
纂
し
た
と
い

う
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、『
周
易
傳
義
大
全
』
の
正
圓
も
同
樣
に
文
之
の
自
筆

本
を
以
て
そ
こ
に
變
更
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
出
の
小
此
木
氏
が
指
摘（

（2
（

す

る
と
お
り
、『
周
易
傳
義
大
全
』
に
書
き
入
れ
た
正
圓
と
、『
南
浦
文
集
』
の
跋
文

を
記
し
た
正
圓
と
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
文
之
の
遺
作
に
觸
れ
ら
れ
る
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、『
周
易
傳
義
大
全
』
へ
の
書
き
入
れ
は
寬

永
四
年
（
一
六
二
七
）、『
南
浦
文
集
』
跋
文
を
記
し
た
の
は
寬
永
六
年
（
一
六
二



玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

二
二
五

九
）
と
、
時
期
も
近
い
。

　
で
は
正
圓
は
、
文
之
の
門
下
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
村
上
雅
孝
氏
の
論
考（

（2
（

に
、

正
圓
の
出
自
に
關
す
る
考
察
が
あ
る
。
こ
こ
で
村
上
氏
は
、『
周
易
傳
義
大
全
』

に
如
竹
と
正
圓
と
が
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
擧
げ
、
兩
人
に
密
接
な
關
係
が
あ
っ

た
と
指
摘
す
る
。
文
之
と
文
之
の
高
弟
如
竹
、
そ
し
て
正
圓
と
の
間
に
は
確
か
に

深
い
關
係
性
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。『
周
易
經
傳
』
を
如
竹
が
刊
行
し
た
後
、
文

之
の
自
筆
本
が
正
圓
に
渡
り
、
更
に
そ
こ
に
正
圓
が
補
足
し
た
と
い
う
が
、
こ
の

如
竹
と
正
圓
と
の
關
係
は
『
南
浦
文
集
』
の
刊
行
か
ら
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
は
じ
め
に
文
之
の
詩
文
集
で
あ
る
『
南
浦
文
集
』
を
刊
行

し
た
の
は
如
竹
で
あ
る
。
こ
れ
が
寬
永
二
年
（
一
六
二
五
）
版
で
、
こ
の
時
に
は

各
册
詩
文
混
交
で
あ
る
。
次
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
で
、

こ
こ
に
正
圓
の
跋
文
が
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
如
竹
の
編
纂
と
比
し
て
、
詩
文

が
明
確
に
分
け
ら
れ
た
狀
態
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
文
之
の
遺
作
の
刊
行
に
は
、

如
竹
が
は
じ
め
に
計
畫
し
、
正
圓
が
そ
こ
に
自
ら
の
手
を
加
え
續
く
、
と
い
う
流

れ
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
正
圓
に
關
す
る
資
料
は
少
な
く
、
文
之
關
係
の
資
料
に
は
見
出
せ
な
い
と
さ
れ

る
が
、
實
は
、
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
『
南
浦
文
集
』
二
册
目
及
び
『
南
浦
棹
歌
』

一
册
目
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
借
上
巳
之
韻
寄
圓
公
藏
主
」、「
和
圓
藏
主
試
筆
」
と

い
う
詩
が
存
在
す
る（

（2
（

。
玉
村
竹
二
「
禪
僧
稱
號
考
」（『
日
本
禪
宗
史
論
集
』
上
　
思

文
閣
　
一
九
七
六
年
）
中
の
「
法
諱
及
び
衟
號
の
組
合
せ
並
に
使
用
禮
法
」
に
て
、

禪
僧
間
の
二
人
稱
に
關
し
て
は
、
法
諱
の
み
を
用
い
る
場
合
は
後
輩
に
對
す
る
書

で
あ
り
、「
上
の
一
字
（
卽
ち
系
字
）
を
諱
ん
で
、
下
字
の
み
を
以
て
稱
す
る
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
圓
藏
主
（
圓
公
藏
主
）」
の
「
圓
」
は
正
圓
の

「
圓
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
藏
主
と
い
う
の
は
、
禪
寺
の
經
藏
を
管
理

す
る
僧
職
で
あ
る
。「
圓
藏
主
」
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
詩
の
內
容
や
名
の
表
記

か
ら
、
文
之
と
關
わ
り
の
あ
る
後
輩
僧
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
之
の
弟
子
に

は
「
圓
」
字
の
付
く
僧
が
見
當
た
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
玉
里
文
庫
所

藏
寫
本
に
見
え
る
「
圓
藏
主
」
は
、
こ
の
正
圓
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、

文
之
は
詩
を
遺
す
ほ
ど
の
關
係
を
正
圓
と
結
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
正

圓
が
文
之
の
遺
作
に
觸
れ
ら
れ
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
。

　
ま
た
村
上
氏
は
前
揭
の
論
文
で
、
文
之
關
係
資
料
が
寬
永
初
年
に
集
中
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
以
下
の
よ
う
に
推
察
す
る（

（2
（

。

こ
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
如
竹
や
中
野
衟
伴
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
の
時

代
に
、
出
版
が
本
屋
の
要
請
だ
け
で
で
き
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
…
…
こ

れ
は
や
は
り
、
薩
南
學
と
い
う
桂
庵
以
來
の
傳
統
あ
る
學
派
の
意
圖
的
な
活

動
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
場
と
し
て
は
、
色
々
な
意

味
で
江
戶
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
所
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

…
…
か
の
正
圓
の
存
在
は
、
こ
の
よ
う
な
推
測
の
下
で
生
き
て
く
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
正
圓
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
參
加
し
、
活
動
す
る
た
め
に
上

京
し
た
一
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
正
圓
は
文
之
の
下
で
原
本
を

寫
し
、
副
本
を
作
っ
て
所
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
正
圓
が
『
周
易
傳
義
大
全
』
の
副
本
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、『
南
浦

文
集
』
を
書
寫
し
て
い
た
と
い
う
記
述
と
同
じ
く
文
之
と
の
關
係
性
を
う
か
が
わ

せ
る
。『
南
浦
文
集
』
も
こ
の
よ
う
な
薩
南
學
派
の
活
動
の
中
で
編
纂
さ
れ
出
版

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
そ
し
て
、
前
揭
し
た
正
圓
の
跋
文
で
㊟
目
す
べ
き
は
、
正
圓
が
文
之
の
詩
文
を

文
集
一
卷
、
詩
集
一
卷
、
戲
言
一
卷
に
編
纂
し
た
と
い
う
記
載
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
二
六

錄
の
四
百
六
十
七
首
か
ら
、
②
『
南
浦
文
集
』
二
册
目
收
錄
の
三
百
九
十
九
首（
（2
（

ま

で
は
詩
集
と
し
て
連
續
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
一
册
の
詩
集
と
し
て
ま
と
ま
る

の
が
わ
か
る
。
實
際
、
④
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
末
尾
周
邊
の
詩
と
②
『
南
浦
文

集
』
二
册
目
冒
頭
周
邊
の
詩
に
は
⺼
日
の
連
續
性
が
見
ら
れ
る（

（3
（

。
ま
た
、
④
『
南

浦
棹
歌
』
一
册
目
一
丁
表
に
は
「
南
浦
棹
歌
」
と
卷
首
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
に

も
拘
ら
ず
、
②
『
南
浦
文
集
』
二
册
目
に
は
卷
首
題
が
な
く
、
丁
の
初
め
か
ら
詩

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
二
册
に
繫
が
り
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て

　
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
に
は
書
き
入
れ
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
日
付
を
記
し
た

も
の
や
、
文
之
の
沒
年
を
記
し
た
も
の
な
ど
、
文
之
以
外
の
筆
蹟
に
よ
る
も
の
も

多
い
。
そ
の
中
で
特
に
目
を
引
く
の
が
、
數
字
の
書
き
入
れ
で
あ
る
。
數
字
は
④

⑤
⑥
『
南
浦
棹
歌
』
各
三
册
と
②
『
南
浦
文
集
』
二
册
目
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
各
卷
に
お
け
る
詩
の
數
を
數
え
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
現
狀
の
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
に
お
い
て
は
、
書
き
入
れ

ら
れ
た
詩
の
數
も
、
そ
の
數
字
の
順
番
も
多
く
が
合
致
し
な
い
こ
と
に
氣
づ
い
た
。

し
か
も
、
こ
の
數
字
に
つ
い
て
は
從
來
全
く
㊟
目
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ま
で
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
數
字
の
書
き
入
れ
に
着
目
し
、
實
際
に

收
錄
さ
れ
て
い
る
詩
の
數
と
の
關
連
性
を
檢
討
し
、
書
き
入
れ
ら
れ
た
數
字
は
一

體
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
探
り
た
い
。

　
ま
ず
は
詩
の
み
收
錄
の
④
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
と
②
『
南
浦
文
集
』
二
册
目

を
と
り
あ
げ
る
。
④
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
に
は
、
三
十
一
丁
裏
に
「
二
百
」、

四
十
五
丁
裏
に
「
三
百
」、
五
十
八
丁
裏
に
「
四
百
」（
畫
像
4
）
の
書
き
入
れ
が

あ
る（

（2
（

。
②
『
南
浦
文
集
』
二
册
目
に
は
、
五
丁
裏
に
「
五
百
」、
十
八
丁
裏
に

「
六
百
」、
三
十
二
丁
表
に
「
七
百
」、
四
十
八
丁
表
に
「
八
百
」
と
あ
り
、
六
十

丁
裏
に
は
「
至
於
此
八
百
七
十
二
首
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　
以
上
二
册
の
書
き
入
れ
を
見
て
い
く
と
、
④
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
か
ら
②

『
南
浦
文
集
』
二
册
目
ま
で
は
、「
二
百
」、「
三
百
」、「
四
百
」、「
五
百
」、「
六

百
」、「
七
百
」、「
八
百
」
と
册
子
を
跨
い
で
作
品
數
が
順
に
付
さ
れ
て
お
り
、
實

際
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
作
品
數
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
氣
づ
く
。
そ
し
て
こ

れ
ら
二
册
の
詩
の
合
計
は
、「
至
於
此
八
百
七
十
二
首
」
と
い
う
書
き
入
れ
の
通

り
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
數
字
に
着
目
す
る
と
、
④
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
收

畫像 4 
（擴大圖）
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玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

二
二
七

　
次
に
、
詩
文
混
交
で
あ
る
⑤
『
南
浦
棹
歌
』
二
册
目
を
確
認
し
た
い
。
書
き
入

れ
は
九
丁
裏
、
朱
筆
で
「
至
此
詩
二
百
七
十
首
也
、
此
卷
中
之
詩
也
。」
と
あ
る

ほ
か
、
十
三
丁
裏
に
朱
筆
で
「
二
百
六
十
」、
十
四
丁
裏
に
朱
筆
で
「
二
百
六
十

九
」、
五
十
丁
裏
に
同
じ
く
朱
筆
で
「
二
百
五
十
首
」（
五
十
の
右
下
に
見
せ
消
ち
で

「
五
」、
左
下
に
「
六
」）
と
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
順
番
が
前
後
す
る
こ
れ
ら
數

字
を
整
理
し
て
い
く
と
、
⑤
『
南
浦
棹
歌
』
二
册
目
は
以
下
の
五
つ
に
分
割
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
㋐
十
七
丁
か
ら
五
十
丁
、
㋑
十
三
丁
・
十
四
丁
、
㋒
八

丁
・
九
丁
、
㋓
五
十
一
丁
、
㋔
⑤
『
南
浦
棹
歌
』
二
册
目
收
錄
の
文
全
九
篇
と
、

そ
れ
ら
文
と
同
じ
料
紙
に
書
か
れ
た
詩
の
群
、
で
あ
る
。
㋐
か
ら
㋒
ま
で
を
こ
の

通
り
並
べ
る
こ
と
で
、
記
さ
れ
た
數
字
の
順
番
が
整
い
、「
至
此
詩
二
百
七
十
首

也
、
此
卷
中
之
詩
也
。」
の
記
述
と
實
際
の
作
品
數
と
が
一
致
す
る
よ
う
に
な
る
。

因
み
に
㋓
五
十
一
丁
表
に
は
詩
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
に
は
文
之
の
藏
書
で

あ
ろ
う
か
、
書
名
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
㋐
か
ら
㋒
ま
で
と
は

樣
相
を
異
に
す
る
。
こ
の
㋓
と
文
を
含
む
㋔
を
除
く
と
、
⑤
『
南
浦
棹
歌
』
二
册

目
も
、
一
册
目
と
同
樣
に
詩
集
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る（
（3
（

。
　
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
書
き
入
れ
ら
れ
た
數
字
に
着
目
す

る
と
、「
棹
歌
」
と
い
う
の
は
詩
文
混
交
で
は
な
く
純
粹
な
詩
集
と
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
⑤
『
南
浦
棹
歌
』
二
册
目
に
卷
首
題
が
な
い
の
も
、
文
が
記
載
さ
れ
た

料
紙
が
現
狀
の
一
丁
目
に
き
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
は
⑥
『
南
浦
棹
歌
』
三
册
目
で
あ
る（

（3
（

。
は
じ
め
か
ら
二
十
四
丁
表
ま
で
は

詩
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
四
丁
裏
か
ら
二
十
六
丁
表
ま
で
は
空
欄
が
續
き
、

二
十
七
丁
表
か
ら
「
淨
光
明
寺
上
梁
文
」
が
插
入
さ
れ
て
い
る
。
⑥
『
南
浦
棹

歌
』
三
册
目
中
の
文
四
篇
と
は
、
こ
の
「
淨
光
明
寺
上
梁
文
」
と
そ
の
後
卷
末
ま

で
續
く
三
篇
で
あ
り
、
詩
と
文
と
は
完
全
に
分
離
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三
册
目
も
二
册
目
と
同
じ
く
書
き
入
れ
に
着
目
す
る
と
、「
棹
歌
」
と
い
う
詩
集

に
な
る
。
數
字
の
書
き
入
れ
は
、
二
丁
表
、
朱
筆
の
「
百
二
十
」
か
ら
以
降
十
首

ご
と
に
「
百
三
十
」、「
百
四
十
」、「
百
五
十
」、「
一
百
六
十
」、「
一
百
七
十
」、

「
一
百
八
十
」
と
あ
り
、
十
三
丁
表
の
「
一
百
九
十
」
ま
で
實
際
の
詩
の
數
に
沿

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
數
字
の
書
き
入
れ
を
ま
と
め
る
と
、「
棹
歌
」
と
い
う
三
册
の

詩
集
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
④
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
か
ら
②

『
南
浦
文
集
』
二
册
目
へ
と
繫
が
る
八
百
六
十
六
首
（
散
逸
し
た
七
首
を
含
め
れ
ば

八
百
七
十
三
首
）
を
收
錄
す
る
一
册
、
現
在
の
⑤
『
南
浦
棹
歌
』
二
册
目
に
混
在

し
て
い
る
、
二
百
七
十
首
を
收
錄
す
る
一
册
、
そ
し
て
現
在
の
⑥
『
南
浦
棹
歌
』

三
册
目
の
百
五
十
一
首
を
收
錄
す
る
一
册
で
あ
る
。
數
字
の
書
き
入
れ
か
ら
考
察

す
る
と
、
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
は
現
在
の
よ
う
な
一
貫
性
の
な
い
體
裁
で
は
な
く
、

文
集
で
あ
る
『
南
浦
文
集
』
一
册
、
詩
集
で
あ
る
『
南
浦
棹
歌
』
三
册
、
詩
文
混

交
の
『
南
浦
戲
言
』
一
册
と
い
う
一
貫
性
の
あ
る
構
成
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た（

（3
（

。

五
　
結
論

　
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
は
、
目
錄
に
記
述
す
る
よ
う
に
、
文
之
の
自
筆
ま
た
は
自

筆
書
き
入
れ
本
と
言
い
難
い
部
分
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
の

他
に
文
之
の
自
筆
と
傳
わ
る
、
斯
衟
文
庫
所
藏
明
刊
本
『
四
書
集
註
大
全
』
や
、

成
簣
堂
文
庫
所
藏
『
襟
帶
集
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た

部
分
を
除
き
、
そ
の
大
部
分
の
筆
跡
が
類
似
し
て
い
た
。
つ
ま
り
玉
里
文
庫
所
藏

寫
本
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
や
は
り
文
之
の
自
筆
で
あ
る
事
が
分
か
っ
た
。

　
そ
の
自
筆
本
に
は
數
字
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
文

集
、
詩
集
、
戲
言
と
い
う
構
成
は
、
實
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版
の
跋
文
に

記
さ
れ
て
い
る
、
正
圓
の
編
纂
し
た
詩
文
集
の
構
成
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
二
八

る
。
正
圓
と
は
、
文
之
の
高
弟
如
竹
と
關
係
の
深
い
間
柄
の
人
物
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
文
之
の
加
點
し
た
『
周
易
經
傳
』
が
ま
ず
如
竹
の
手
に
渡
り
刊
行
さ
れ
た
後
、

正
圓
に
引
き
繼
が
れ
、
そ
の
文
之
自
筆
加
點
本
に
更
に
書
き
入
れ
補
訂
し
た
こ
と

か
ら
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
文
之
の
著
作
が
如
竹
か
ら
正
圓
へ
と
渡
り
、
正

圓
が
手
を
加
え
る
と
い
う
一
連
の
樣
相
は
、
ま
ず
如
竹
に
よ
っ
て
寬
永
二
年
に
刊

行
さ
れ
、
次
に
正
圓
に
よ
っ
て
再
編
成
さ
れ
慶
安
二
年
の
刊
行
へ
と
繫
が
る
『
南

浦
文
集
』
と
同
樣
で
あ
る
こ
と
に
氣
づ
く
。
そ
の
正
圓
が
書
寫
し
編
纂
し
た
文
之

の
詩
文
集
の
全
貌
と
い
う
の
は
、
正
圓
の
自
筆
本
が
現
在
に
傳
わ
っ
て
い
な
い
た

め
確
認
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
書
き
入
れ

の
數
字
に
よ
り
、
現
在
の
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
の
中
に
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
書
き
入
れ
は
、
正
圓
が
文
之
自
筆
の
寫
本
、
つ
ま
り
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
を

資
料
と
し
て
見
な
が
ら
、
跋
文
に
示
し
て
い
る
よ
う
な
構
成
で
詩
文
集
を
再
編
纂

す
る
際
に
、
書
き
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
書
き
入
れ

の
數
字
を
整
理
す
る
と
、
正
圓
が
跋
文
で
言
う
よ
う
な
文
集
、
詩
集
、
戲
言
と
い

う
構
成
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
正
圓
が
『
周
易
傳
義
大
全
』
の
副
本
を
所
持
し
、

文
之
の
加
點
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
自
身
で
そ
の
續
き
に
書
き
入
れ
る
と
い
う
一

連
の
行
爲
か
ら
も
、
正
圓
は
文
之
の
遺
作
に
觸
れ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
こ

に
自
身
の
書
き
入
れ
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
の
で
あ
る
。

　
正
圓
が
書
い
た
慶
安
二
年
の
版
本
の
跋
文
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、『
南

浦
文
集
』
に
は
、
も
と
も
と
文
之
の
自
筆
で
あ
る
現
在
の
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
と
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
後
に
正
圓
が
編
纂
し
た
正
圓
本
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
之

が
在
世
の
時
に
は
、
ま
だ
文
之
自
身
も
詩
文
を
完
全
な
詩
文
集
と
し
て
ま
と
め
て

は
お
ら
ず
、
そ
の
狀
況
を
知
っ
て
い
た
正
圓
が
後
に
初
め
て
こ
れ
ら
の
詩
文
を
ま

と
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
の
體
裁
に
一
貫

性
が
な
く
、
そ
の
編
纂
が
不
十
分
に
見
え
る
の
は
、
そ
も
そ
も
文
之
の
詩
文
を
ひ

と
ま
ず
ま
と
め
た
に
す
ぎ
な
い
資
料
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き

る（
（3
（

。
こ
の
資
料
を
見
な
が
ら
文
・
詩
・
戲
言
の
構
成
と
し
て
詩
文
集
を
ま
と
め
た

の
が
正
圓
で
あ
り
、
そ
の
構
成
を
考
え
た
と
き
の
痕
跡
が
、
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本

に
遺
る
數
字
の
書
き
入
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㊟（
1
）　『
薩
藩
叢
書
』
第
二
編
（
薩
藩
叢
書
刊
行
會
　
一
九
〇
九
年
）
所
收
。『
漢
學
紀

源
』
に
關
し
て
は
、
東
英
壽
氏
に
「
伊
地
知
季
安
の
『
漢
學
紀
源
』
に
つ
い
て
」

（『
鹿
兒
島
大
學
文
科
報
吿
』
第
三
十
二
號
第
一
分
册
哲
學
・
倫
理
學
・
心
理
學
・
國

文
學
・
中
國
文
學
篇
　
鹿
兒
島
大
學
敎
養
部
　
一
九
九
六
年
）
を
は
じ
め
と
し
た
論

考
が
あ
り
、
同
氏
『
桂
庵
と
伊
地
知
季
安
『
漢
學
紀
源
』　
桂
庵
5
0
0
年
祭
に
向

け
て
』（
二
〇
〇
八
年
）
に
ま
と
め
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　『
南
浦
文
集
』
に
は
寫
本
五
點
、『
南
浦
戲
言
』
に
は
寫
本
四
點
、『
南
浦
棹
歌
』

に
は
寫
本
四
點
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
玉
里
文
庫
本
以
外
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
大

阪
大
學
圖
書
館
附
屬
圖
書
館
懷
德
堂
文
庫
藏
本
（68

／43

）
お
よ
び
京
都
大
學
附

屬
圖
書
館
藏
本
（4

―03

／
ナ
／7

）
は
『
南
浦
全
集
』
と
稱
す
る
も
の
で
、『
文
集
』

『
戲
言
』『
棹
歌
』
を
網
羅
し
て
お
り
、
前
者
が
西
村
天
囚
に
よ
る
玉
里
文
庫
本
の
轉

寫
本
、
後
者
が
そ
れ
の
再
轉
寫
本
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
圖
書
館
幸
田
文
庫
藏
『
文

集
』（215

／514

／1

―4

）
は
寬
永
二
年
刊
本
の
寫
し
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
藏

二
本
の
う
ち
、『
文
集
』（2034

／61

）
は
寬
永
二
年
刊
本
の
寫
し
で
あ
る
が
、
も

う
一
本
、「
國
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
載
っ
て
い
な
い
寫
本
と
し
て
、
島
津
家
の
家

譜
關
係
史
料
所
收
本
（
島
津
家
本
―

さ
Ⅰ
―12

―33

―119

）
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
慶

安
二
年
刊
本
の
寫
し
で
あ
る
。
他
に
、
鹿
兒
島
縣
立
圖
書
館
藏
『
戲
言
』（K04

／

ブ
）
お
よ
び
『
棹
歌
』（K919

／
ブ
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
玉
里
文
庫
本
の
寫
し
で

あ
る
。



玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

二
二
九

（
3
）　
活
版
本
は
『
薩
藩
叢
書
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
例
言
に
、「
南
浦
文
集
は
慶
安

二
年
中
野
衟
伴
の
刊
本
に
據
る
も
蠹
蝕
不
明
の
處
あ
り
、
善
本
を
得
て
後
日
增
補
す

べ
し
。
文
之
の
著
猶
砭
愚
論
、
決
勝
記
等
二
三
種
あ
れ
ど
今
日
州
平
治
記
を
倂
せ
錄

す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
版
に
依
據
し
て
い
る
。

（
4
）　
西
村
天
囚
『
日
本
宋
學
史
』（
杉
本
梁
江
堂
　

一
九
〇
九
年
）。

（
5
）　
國
立
國
會
圖
書
館
（W

A7

―64

）
等
所
藏
。

（
6
）　
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
學
統
學
派
の
硏
究
』
下
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九

七
〇
年
）。

（
7
）　『
漢
學
紀
源
』
は
如
竹
に
よ
る
編
刊
を
寬
永
六
年
版
と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で

あ
ろ
う
。

（
8
）　
小
此
木
敏
明
「『
南
浦
文
集
』
の
版
本
と
文
之
・
恭
畏
の
論
爭
」（『
日
本
古
書
通

信
』
第
一
〇
八
二
號
　
二
〇
一
九
年
）
三
二
頁
。

（
9
）　『
彰
考
館
圖
書
目
錄
』（
八
潮
書
店
　
初
版
一
九
一
八
年
　
增
補
影
印
一
九
七
七

年
）。
增
補
影
印
の
際
に
燒
失
目
錄
が
附
さ
れ
た
。
目
錄
に
「
南
浦
文
集
　
玄
昌
著
　

寬
永
己
巳
秋
」
と
し
て
三
點
著
錄
、
う
ち
二
點
は
燒
失
と
し
て
い
る
。
彰
考
館
が
所

藏
し
て
い
た
書
籍
類
は
、
現
在
公
益
財
團
法
人
德
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
保
管
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
現
存
の
一
點
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。

（
10
）　
國
立
國
會
圖
書
館
（
詩
文
―2878

）
等
所
藏
。

（
11
）　
玉
里
文
庫
目
錄
作
成
委
員
會
編
『
玉
里
文
庫
目
錄
』（
鹿
兒
島
大
學
附
屬
圖
書
館
　

一
九
六
六
年
）。

（
12
）　
㊟
（
11
）
二
二
九
・
二
三
〇
頁
。

（
13
）　『
四
書
集
註
大
全
』
は
、
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
に
て
、
二
〇
二

三
年
八
⺼
二
十
四
日
に
閱
覽
を
し
確
認
し
た
。
閱
覽
の
際
は
斯
衟
文
庫
長
の
堀
川
貴

司
先
生
よ
り
ご
敎
示
を
頂
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
14
）　
玉
里
文
庫
藏
『
南
浦
文
集
』
一
册
目
三
十
八
丁
表
、「
書
素
書
後
」
の
記
述
に
よ

る
。

（
15
）　
文
之
自
筆
と
さ
れ
る
『
襟
帶
集
』
は
石
川
武
美
記
念
圖
書
館
成
簣
堂
文
庫
に
所
藏

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
複
製
は
『
成
簣
堂
叢
書
』
第
十
一
篇
（
民
友
社
　
一
九
一
八

年
）、『
禪
學
典
籍
叢
刊
』
卷
十
一
（
臨
川
書
店
　
二
〇
〇
〇
年
）
に
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。『
禪
學
典
籍
叢
刊
』
の
『
襟
帶
集
』
は
、『
成
簣
堂
叢
書
』
か
ら
の
影

印
で
あ
る
。
卷
末
に
は
文
之
の
花
押
も
見
ら
れ
、『
大
日
本
史
料
』
に
記
載
さ
れ
て

い
る
文
之
の
花
押
は
、
こ
の
『
襟
帶
集
』
の
も
の
で
あ
る
。

（
16
）　
文
之
の
筆
跡
に
關
し
て
は
、
伊
藤
愼
吾
「
文
之
玄
昌
と
『
聖
蹟
圖
』」（
初
出
は

『
國
語
國
文
』
第
七
十
二
卷
　
第
七
號
　
中
央
圖
書
出
版
社
　
二
〇
〇
三
年
、
後
に

『
室
町
戰
國
期
の
文
藝
と
そ
の
展
開
』　
三
彌
井
書
店
　
二
〇
一
〇
年
に
收
錄
さ
れ

る
。）
に
考
察
が
あ
る
。
文
之
自
筆
の
資
料
と
し
て
、
玉
里
文
庫
所
藏
『
南
浦
文
集
』

以
下
六
册
の
寫
本
や
、
石
川
武
美
記
念
圖
書
館
成
簣
堂
文
庫
藏
『
襟
帶
集
』
等
を
あ

げ
て
文
字
の
特
徵
を
比
較
し
、
寬
永
本
『
孔
子
聖
蹟
之
圖
』
を
文
之
自
筆
と
判
定
し

て
い
る
。

（
17
）　『
薩
州
舊
記
　
桂
庵
南
浦
事
項
』
所
收
。
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
の
所
藏
史
料
目

錄
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（H

i-CAT

）
に
て
閱
覽
が
可
能
で
あ
る
。

（
18
）　
㊟
（
17
）
に
同
じ
。

（
19
）　
山
本
正
誼
撰
『
新
刊
島
津
國
史
』（
鹿
兒
島
縣
地
方
史
學
會
　
一
九
七
二
年
）
一

四
七
頁
。

（
20
）　『
鹿
兒
島
縣
史
料
　
名
越
時
敏
史
料
十
』（
二
〇
二
〇
年
）「
群
書
合
輯
（
十
）」
所

收
「
大
龍
寺
由
緖
覺
」、
及
び
『
鹿
兒
島
縣
史
料
　
舊
記
雜
錄
拾
遺
　
神
社
調
一
』

（
二
〇
二
二
年
）「
鹿
兒
島
部
　
二
」
所
收
「
瑞
雲
山
　
大
龍
寺
」
の
項
參
照
。

（
21
）　
㊟
（
8
）
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
跋
文
の
「
末
裔
」
の
後
に
「
正
圓
謹
書
」
が
あ
る

版
と
無
い
版
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
早
印
版
と
後
印
版
の
違
い
な
の
だ
と
い
う
。

（
22
）　
宮
內
廳
書
陵
部
所
藏
『
周
易
傳
義
大
全
』
に
見
え
る
正
圓
に
つ
い
て
は
、
村
上
雅

孝
「
文
之
玄
昌
と
「
周
易
傳
義
大
全
」」（『
日
本
文
化
硏
究
所
硏
究
報
吿
』
第
二
十

五
集
東
北
大
學
文
學
部
附
屬
日
本
文
化
硏
究
施
設
　
一
九
八
九
年
）
に
て
詳
細
に
考



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
三
〇

察
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）　
㊟
（
8
）
參
照
。

（
24
）　
村
上
氏
は
、
文
之
關
係
資
料
の
刊
行
に
は
、
如
竹
と
並
び
中
野
衟
伴
が
深
く
關
係

し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、『
周
易
經
傳
』
が
、
京
都
の
書
肆
で
あ
る
中
野
衟

伴
の
要
請
に
よ
っ
て
版
行
に
至
っ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
中
野
衟
伴
は
慶
安
二
年

版
『
南
浦
文
集
』
の
刊
行
者
で
も
あ
る
。

（
25
）　
以
下
に
詩
本
文
を
載
せ
る
。

「
借
上
巳
之
韻
寄
圓
公
藏
主
」（『
南
浦
文
集
』
二
册
目
　
五
十
四
丁
表
）

　
　
羡
子
才
名
入
筆
長
　
羡
む
子
が
才
名
の
筆
に
入
り
て
長
き
こ
と
を

　
　
詩
篇
字
字
弄
春
光
　
詩
篇
字
字
春
光
を
弄
す

　
　
貧
居
今
日
猶
堪
愧
　
貧
居
今
日
猶
ほ
愧
る
に
堪
へ
た
り

　
　
唯
㊒
茶
盃
無
酒
觴
　
唯
だ
茶
盃
の
み
㊒
て
酒
觴
無
し

「
和
圓
藏
主
試
筆
」（『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
　
五
十
三
丁
表
）

　
　
少
壯
由
來
又
幾
辰
　
少
壯
由
來
又
幾
辰

　
　
須
令
學
業
與
年
新
　
須
く
學
業
を
し
て
年
と
新
た
な
ら
し
む
べ
し

　
　
書
窓
一
刻
千
金
重
　
書
窓
の
一
刻
千
金
重
し

　
　
莫
蹈
風
塵
徒
送
春
　
風
塵
を
蹈
ん
で
徒
に
春
を
送
る
こ
と
莫
れ

（
26
）　
㊟
（
22
）
の
論
文
に
同
じ
。

（
27
）　
③
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
冒
頭
か
ら
數
え
る
と
、「
二
百
」
は
二
百
一
首
目
に
な

る
が
、
數
え
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
以
降
「
四
百
六
十
六
」
ま
で
實
際
の
作
品
數
と
は

一
首
分
の
差
異
が
あ
る
。

（
28
）　「
五
百
」
か
ら
「
六
百
」
ま
で
は
九
十
三
首
存
在
し
、
書
き
入
れ
か
ら
考
え
れ
ば

七
首
足
り
な
い
。
た
だ
し
書
き
入
れ
の
筆
跡
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
品
を
綴

っ
た
料
紙
が
現
在
一
部
拔
け
て
い
る
狀
態
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

（
29
）　
㊟
（
27
）
及
び
㊟
（
28
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
數
え
間
違
い
と
一
部
料
紙
の
散
逸

に
よ
り
、
現
在
確
認
で
き
る
作
品
數
と
書
き
入
れ
の
合
計
數
に
は
若
干
差
異
が
生
じ

て
い
る
。
現
在
確
認
で
き
る
の
は
八
百
六
十
六
首
、
そ
こ
か
ら
㊟
（
27
）
で
指
摘
し

た
數
え
間
違
い
の
一
首
を
引
き
、
㊟
（
28
）
で
指
摘
し
た
散
逸
し
た
と
思
し
き
七
首

を
足
せ
ば
、
書
き
入
れ
の
「
八
百
七
十
二
首
」
の
通
り
と
な
る
。

（
30
）　
③
『
南
浦
棹
歌
』
一
册
目
最
後
の
六
十
六
丁
裏
に
は
、「
立
秋
之
後
、
僅
十
餘
日
」

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
④
『
南
浦
文
集
』
二
册
目
一
丁
表
に
は
「
八
⺼
一
日
賦
白

露
」
と
い
う
詩
題
が
確
認
で
き
る
。

（
31
）　
こ
の
他
の
書
き
入
れ
と
し
て
、
ま
ず
二
十
六
丁
裏
に
「
自
始
至
於
此
一
百
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
④
『
南
浦
文
集
』
二
册
目
の
並
び
の
ま
ま
、
詩
を
冒
頭
か
ら

數
え
た
數
で
あ
る
。
ま
た
、
十
二
丁
表
に
は
、「
二
百
七
十
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

㋐
、
㋑
、
十
二
丁
と
い
う
順
に
並
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
數
字
は
正
し
く
な
る
。
し
か

し
、
十
二
丁
に
は
詩
だ
け
で
な
く
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
度
十
二
丁
の
詩
を
二
百

七
十
首
目
と
し
て
數
え
た
後
、
詩
の
み
記
さ
れ
た
㋒
八
丁
・
九
丁
の
詩
を
二
百
七
十

首
目
と
す
る
よ
う
變
更
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
32
）　
た
だ
し
、
二
册
目
に
は
詩
の
上
か
ら
ば
つ
印
を
付
す
箇
所
や
、
語
句
の
上
部
に
元

と
異
な
る
語
句
を
書
い
た
紙
片
を
貼
付
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
、
一
册
目
と
比
べ
る
と

體
裁
が
整
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
㋓
や
㋔
が
詩
集
の
中
に
混
じ
っ
て
い
た
點
を
鑑
み

る
に
、
④
『
南
浦
棹
歌
』
二
册
目
は
も
と
も
と
詩
文
が
寄
せ
集
め
ら
れ
た
狀
態
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
33
）　
料
紙
の
大
き
さ
が
他
五
册
と
異
な
る
こ
と
や
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
製

本
の
跡
が
見
え
る
こ
と
と
い
っ
た
特
徵
が
⑥
『
南
浦
棹
歌
』
三
册
目
に
は
あ
る
が
、

こ
れ
は
文
之
の
詩
文
集
を
保
管
す
る
に
あ
た
っ
て
後
世
修
繕
す
る
際
生
じ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
34
）　
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
の
詩
文
は
、
六
册
全
體
を
通
し
て
、
時
系
列
や
題
材
等
の
一

貫
性
が
な
い
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
各
所
に
同
年
、
同
時
期
の
詩
文
の
ま
と

ま
り
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
が
、
ひ
と

ま
ず
著
作
を
書
き
記
し
た
程
度
の
も
の
で
、
詩
文
集
と
し
て
意
圖
的
に
編
纂
さ
れ
た



玉
里
文
庫
所
藏
文
之
玄
昌
『
南
浦
文
集
』
に
つ
い
て

二
三
一

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
35
）　
正
圓
が
資
料
と
し
て
見
た
詩
文
集
の
體
裁
が
、
現
在
の
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
の
體

裁
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、
現
在
で
も
詩
と
文
と
が

同
じ
料
紙
に
記
さ
れ
る
部
分
が
遺
っ
て
お
り
、
慶
安
二
年
版
の
正
圓
跋
文
が
記
す
通

り
、
文
之
自
筆
本
（
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
）
は
當
初
か
ら
體
裁
が
整
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
正
圓
の
閱
覽
後
、
何
ら
か
の
理
由
で
更
に
資
料
が
ば
ら
ば

ら
に
な
り
、
後
人
が
再
製
本
し
た
も
の
が
現
在
の
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
と
な
っ
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
玉
里
文
庫
所
藏
寫
本
に
は
、
各
册
の
冒
頭
に

「
玄
昌
」
の
二
種
の
印
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
①
『
南
浦
文
集
』
一
册
目
・

②
二
册
目
・
③
『
南
浦
戲
言
』
に
付
さ
れ
た
も
の
（2.42
cm

×2.42
cm

）、
も
う

一
つ
は
そ
れ
以
外
の
④
⑤
⑥
『
南
浦
棹
歌
』
三
册
に
付
さ
れ
た
も
の
（2.2

cm

×

2.2
cm

）
で
あ
る
。
文
之
以
外
と
な
る
と
、
誰
が
い
つ
押
印
し
た
か
と
い
う
疑
問

が
殘
る
た
め
、
こ
の
點
に
關
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
十
⺼
十
日
日
本
中
國
學
會
第
七
十
三
囘
大
會
に

お
い
て
發
表
し
た
內
容
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
發
表
の
際
に
樣
々

な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。


